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Ⅰ 

想
定
外
と
は 

 

想
定
外
と
は
、
予
測
で
き
な
い
こ
と
で
は

な
く
、
自
分
の
考
え
た
こ
と
、
自
分
が
設
定

し
、
規
定
し
た
こ
と
と
異
な
る
こ
と
で
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
の
時
、
〝
想
定
外
〟
が
頻

用
さ
れ
ま
し
た
。
発
生
時
期
は
予
測
で
き
ま

せ
ん
が
、
同
程
度
の
地
震
発
生
の
歴
史
的
事

実
が
あ
り
ま
す
。
原
発
事
故
で
も
、
電
源
停

止
の
確
率
は
低
い
が
、
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

堤
防
の
高
さ
に
し
て
も
、
電
源
停
止
へ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
に
し
て
も
、
ど
の
程
度

ま
で
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
、
対
策

を
講
じ
る
か
は
、
科
学
の
問
題
で
は
な
く
、

経
済
問
題
、
政
治
問
題
で
す
。 

国
民
や
住
民
が
、ど
の
程
度
を
望
む
の
か
、

す
な
わ
ち
、
ど
の
程
度
税
金
や
負
担
金
を
覚

悟
す
る
か
の
問
題
で
す
。 

     

Ⅱ 

想
定
外
の
集
中
豪
雨 

 

温
暖
化
が
進
み
亜
熱
帯
化
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
山
津

波
、
河
川
氾
濫
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
道
路

が
水
没
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
吹
き
上
げ

ら
れ
、
交
通
遮
断
が
起
き
ま
す
。 

 
か
つ
て
は
、
人
が
住
め
な
か
っ
た
場
所
を

開
発
（
自
然
破
壊
）
し
、
住
宅
や
工
場
が
建

ち
、
公
園
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
土
木
工

学
、
建
築
工
学
の
進
歩
に
よ
り
ま
す
。
設
計

時
に
、
耐
震
、
耐
圧
強
度
の
構
造
計
算
を
し

ま
す
。
計
算
す
る
に
は
、
数
値
を
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法
的
に
最
低
限
の
数
値

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
数
値
を
上
げ
れ

ば
上
げ
る
ほ
ど
、
費
用
が
急
激
に
上
が
り
ま

す
。
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す
る
に
は
、
海
岸
、

川
沿
い
、
山
裾
、
低
地
に
住
ま
な
い
こ
と
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

Ⅲ 

想
定
外
の
治
療
経
過 

  

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
日
講
演
会
を
、
練

馬
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
二
百
名
弱

の
区
民
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。「
手
術
前
の

説
明
に
は
な
か
っ
た
症
状
が
出
た
。
そ
の
リ

ス
ク
は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
想
定
外

だ
っ
た
。
ど
う
考
え
る
の
か
」
と
い
う
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
医
師
は
、
比
較
的
発
生
し

や
す
い
合
併
症
や
経
過
は
説
明
し
ま
す
が
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
説
明
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
書
い
た
書
類
を
提
示
し
説
明
す
れ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

た
と
え
ば
、
薬
は
異
物
で
あ
り
、
毒
物
で

す
。
大
な
り
小
な
り
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。

稀
に
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
術
も
傷
害
行

為
で
す
。
薬
物
投
与
や
手
術
の
説
明
で
、
す

べ
て
の
可
能
性
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
、「
た
い
て
い
は
大
丈
夫
だ
が
、

死
ぬ
こ
と
も
あ
り
ま
す
、
ど
う
し
ま
す
か
」

と
問
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

 

昔
、
冗
談
で
、
医
療
も
保
険
約
款
と
同
じ

に
、
小
さ
な
、
薄
い
文
字
で
び
っ
し
り
書
い

た
書
類
を
渡
し
て
、
サ
イ
ン
を
も
ら
お
う
か

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
Ⅳ 
予
期
す
る
と
は 

 

医
療
事
故
調
査
制
度
が
昨
年
の
医
療
法
改

正
で
成
立
し
、
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。“
医
療
に
起
因
し
予
期
し
な
い
死
亡
又

は
死
産
”
が
発
生
し
た
場
合
に
遺
族
に
説
明

し
、
院
内
事
故
調
査
を
開
始
す
る
と
共
に
、

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す

る
も
の
で
す
。こ
の
〝
予
期
し
な
い
〟
と
は
、

当
該
患
者
さ
ん
の
状
態
を
勘
案
し
て
検
討
し
、

予
期
し
た
こ
と
と
は
違
っ
た
、
あ
る
い
は
そ

れ
を
超
え
る
状
態
が
発
生
す
る
こ
と
で
す
。

単
に
、
説
明
を
し
た
ど
う
か
で
は
な
く
、
医

学
的
観
点
か
ら
予
期
し
、
説
明
し
た
か
否
か

で
す
。前
述
と
同
様
に
、可
能
性
で
は
な
く
、

患
者
特
有
の
状
況
を
判
断
し
た
か
否
か
が
問

わ
れ
ま
す
。 

 

Ⅴ 

想
定
外
へ
の
対
応 

  

準
備
万
端
と
い
い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
へ
の
準
備
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
比
較
的
確
率
が
高
く
、
重
大
な
事
態
発

生
に
繋
が
る
事
態
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 臨

機
応
変
と
は
、
想
定
外
の
事
態
あ
る
い

は
確
率
の
低
い
事
態
発
生
へ
の
対
応
を
い
い

ま
す
。
柔
軟
な
組
織
対
応
力
が
必
要
で
す
。 

 

Ⅵ 

近
況 

  

敬
老
の
日
の
講
演
会
に
は
多
く
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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地
域
の
皆
様
へ 

 
 

理
事
長
・
院
長 

 

飯 

田 

修 

平 

想
定
外
の
事
態
へ
の
対
応 



     

練
馬
総
合
病
院
で
は
、
敬
老
の
日
に
ち
な

み
、「 

一
〇
月
一
〇
日
は
目
の
愛
護
デ
ー
」 

～
目
を
大
事
に
し
よ
う
。
人
生
を
豊
か
に
過

ご
す
た
め
に
～ 

と
題
し
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
約
二
百
名
弱
と
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

主
催 

： 

公
益
財
団
法
人 

東
京
都
医
療
保
健
協
会 

練
馬
総
合
病
院 

後
援 

： 

練
馬
区 

日
時 

： 

平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日 

午
後
二
時
～
四
時
二
十
分 

会
場 

： 

区
民
・
産
業
プ
ラ
ザ
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｎ

ｅ
ｒ
ｉ
３
階「
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ホ
ー
ル
」 

 

●
同
時
開
催 

午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
の
間
、
ロ
ビ
ー

に
て
当
院
専
門
職
員
に
よ
る
各
種
相
談
（
服

薬
・
医
療
福
祉
・
栄
養
）
と
無
料
血
糖
測
定

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

    

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

挨 

拶 

： 

飯
田 

修
平 

練
馬
総
合
病
院
理
事
長
・
院
長 

御
挨
拶 

： 

前
川 

燿
男 

様 

練
馬
区
長 

（
電
報
拝
読
） 

御
挨
拶 

： 

白
戸 

千
昭 

様 

練
馬
区
医
師
会
副
会
長 

～ 

講 
演 
～ 

 

第
一
部 

「 

一
〇
月
一
〇
は
目
の
愛
護
デ
ー 

～
目
を
大
事
に
し
よ
う
。
人
生
を
豊
か
に
過

ご
す
た
め
に
～
」 

 

① 

中
高
年
に
多
い
目
の
病
気 

 

～
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
目
の
治
療
～ 

眼
科
医
師 

村
上 

聡
子 

 

② 

眼
科
の
検
査
で
わ
か
る
こ
と 

～
進
化
し
続
け
て
い
る
画
像
診
断
～ 

視
能
訓
練
士 

磯
野 

聖
子 

 

③ 

白
内
障
手
術
に
つ
い
て 

～
術
前
・
術
中
・
術
後
ケ
ア
～ 

外
来
看
護
師 

江
幡 

夏
美 

 

第
二
部 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

 

司
会 

 
 
 

飯
田 

修
平 

練
馬
総
合
病
院
理
事
長
・
院
長 

 

パ
ネ
リ
ス
ト 

村
上 

聡
子 

眼
科
医
師 

磯
野 

聖
子 

 
 
 
 
 
 
 

視
能
訓
練
士 

江
幡 

夏
美 

 
 
 
 

  
 

 

外
来
看
護
師 

 

閉
会
挨
拶 

 

井
上 

聡 

練
馬
総
合
病
院
副
院
長 

外
科
医
師 

            

             

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
講
演
会
に
は
、

多
く
の
方
に
参
加
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
当
日
は
「
十
月
十
日
は
目
の
愛
護

デ
ー 

～
目
を
大
事
に
し
よ
う
。
人
生
を
豊

か
に
過
ご
す
た
め
に
～
」
と
題
し
眼
科
疾
患

に
つ
い
て
医
師
、
視
能
訓
練
士
、
看
護
師
の

三
名
で
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

私
か
ら
は
、中
高
年
に
多
い
目
の
病
気
を
、

視
能
訓
練
士
か
ら
は
眼
科
の
検
査
を
、
看
護

師
か
ら
は
白
内
障
手
術
の
術
前
～
術
後
の
ケ

ア
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

講
演
会
で
お
話
し
し
た
眼
科
疾
患
に
つ
い

て
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

一
・
白
内
障 

 

加
齢
に
よ
り
水
晶
体
が
混
濁
す
る
疾
患
で
、

症
状
は
視
力
低
下
や
霧
視
、
羞
明
で
す
。
四
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敬
老
の
日
講
演
会 

開
催
報
告 

「
眼
科
疾
患
に
つ
い
て
」 

 
 

眼
科
医
師 

村
上 

聡
子 

会場の様子 



十
歳
頃
か
ら
始
ま
り
、
八
十
歳
頃
に
は
、
ほ

ぼ
百
％
の
方
が
罹
患
し
ま
す
。
治
療
は
手
術

で
濁
っ
た
水
晶
体
を
取
り
、
人
工
の
レ
ン
ズ

を
入
れ
ま
す
。
治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
眼
鏡

で
矯
正
し
て
も
視
力
が
上
が
ら
ず
、
本
人
が

生
活
に
不
便
を
感
じ
、
手
術
を
希
望
さ
れ
た

時
に
な
り
ま
す
。 

 

一
般
的
に
単
焦
点
レ
ン
ズ
（
遠
方
か
近
方

の
ど
ち
ら
か
一
点
に
焦
点
が
合
う
レ
ン
ズ
）

を
眼
内
に
入
れ
ま
す
。
乱
視
矯
正
レ
ン
ズ
も

あ
り
保
険
適
応
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
先
進
医
療
（
自
費
）
の
多
焦
点
レ
ン

ズ
も
あ
り
ま
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
十
分
検
討
し
て
選
択
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
当
院
で
は
扱
っ
て
お
り
ま
せ

ん
） 

 

二
・
緑
内
障 

 

眼
圧
（
眼
の
硬
さ
）
に
よ
り
視
神
経
が
圧

迫
さ
れ
、
視
野
が
欠
け
て
い
く
疾
患
で
す
。

様
々
な
タ
イ
プ
の
緑
内
障
が
あ
り
ま
す
が
、

眼
圧
が
正
常
で
あ
る
正
常
眼
圧
緑
内
障
が
一

番
多
い
で
す
。 

 

治
療
は
点
眼
薬
で
眼
圧
を
下
げ
、
病
気
の

進
行
を
遅
ら
せ
ま
す
。
定
期
的
な
眼
圧
測
定

と
視
野
検
査
を
行
い
、
病
期
の
進
行
を
判
断

し
ま
す
。
点
眼
で
眼
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
場
合
は
、
眼
圧
を
下
げ
る
た
め
の
手

術
を
行
い
ま
す
。 

 

新
し
い
手
術
と
し
て
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
手
術

が
あ
り
、
人
工
の
チ
ュ
ー
ブ
を
眼
内
に
埋
め

込
み
眼
内
の
水
を
眼
外
へ
排
出
さ
せ
る
機
構

を
つ
く
り
、
安
定
し
て
眼
圧
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
閉
塞
隅
角
緑
内
障
で
は
、
眼
内

の
水
が
存
在
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
り
、

急
激
に
眼
圧
が
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
緑
内
障
発
作
）
強
度
遠
視
の
方
に
多
く
、

内
服
で
誘
発
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
要
注

意
で
す
。
放
置
す
る
と
失
明
す
る
の
で
早
急

に
レ
ー
ザ
ー
で
虹
彩
に
穴
を
あ
け
、
水
の
通

り
道
を
つ
く
る
治
療
を
行
い
ま
す
。 

 

三
・
加
齢
黄
斑
変
性 

 

加
齢
に
よ
り
網
膜
の
物
を
み
る
中
心
部

（
黄
斑
）
に
変
性
が
起
こ
る
病
気
で
、
症
状

は
見
た
い
部
分
が
ゆ
が
む
、
見
え
な
い
な
ど

で
す
。 

 

網
膜
が
萎
縮
変
性
し
て
機
能
が
悪
く
な
る

萎
縮
型
と
網
膜
の
下
の
脈
絡
膜
か
ら
新
生
血

管
が
生
え
て
き
て
出
血
や
網
膜
剥
離
を
起
こ

す
浸
出
型
が
あ
り
ま
す
。 

 

萎
縮
型
は
現
在
有
効
な
治
療
法
が
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

浸
出
型
の
治
療
は
血
管
の
増
殖
を
抑
え
る

薬
剤
（
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
抗
体
）
を
眼
内
に
注
射

し
ま
す
が
大
変
高
額
な
治
療
と
な
り
ま
す
。 

 

四
・
糖
尿
病
性
網
膜
症 

 

糖
尿
病
に
よ
り
網
膜
の
血
管
が
障
害
さ
れ

る
病
気
で
す
。
網
膜
に
出
血
や
浮
腫
が
起
こ

り
ま
す
が
、
黄
斑
に
網
膜
症
が
及
ば
な
い
限

り
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

網
膜
症
に
気
付
か
ず
、症
状
が
出
た
時
に
は
、

既
に
進
行
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

内
科
で
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
必
ず
眼

科
を
受
診
し
て
下
さ
い
。
ま
た
受
診
時
に
網

膜
症
が
な
く
て
も
、
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

具
合
や
罹
患
歴
で
網
膜
症
が
発
症
す
る
の
で

一
度
受
診
し
た
だ
け
で
安
心
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。 

 

網
膜
症
が
進
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

に
は
網
膜
光
凝
固
術
（
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
で

進
行
を
抑
え
る
治
療
を
、
既
に
進
行
し
て
硝

子
体
出
血
や
網
膜
剥
離
を
起
こ
し
て
い
る
場

合
は
硝
子
体
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
診

察
の
間
隔
は
網
膜
症
の
程
度
と
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
具
合
で
決
ま
り
ま
す
。 

 
五
・
飛
蚊
症 

 

生
理
的
な
も
の
と
病
的
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
生
理
的
な
も
の
は
硝
子
体
の
液
化
で
起

こ
り
、
四
十
歳
頃
か
ら
増
え
ま
す
。
病
的
な

も
の
は
網
膜
裂
孔
や
網
膜
剥
離
、
硝
子
体
出

血
、ぶ
ど
う
膜
炎
な
ど
が
原
因
と
な
り
ま
す
。 

 

眼
底
検
査
を
行
い
、
生
理
的
な
も
の
か
病

的
な
も
の
か
を
判
断
し
ま
す
の
で
、
症
状
が

出
現
し
た
時
は
早
め
に
受
診
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

 

網
膜
裂
孔
で
あ
れ
ば
裂
孔
の
周
囲
を
レ
ー

ザ
ー
で
熱
凝
固
さ
せ
る
治
療
（
網
膜
光
凝
固

術
）
を
行
い
、
網
膜
剥
離
の
場
合
は
手
術
が

必
要
で
す
。 

 

強
度
近
視
や
網
膜
剥
離
の
家
族
歴
の
あ
る

方
は
、
症
状
が
出
現
し
た
ら
要
注
意
で
す
。 

  

加
齢
に
関
連
し
た
眼
疾
患
の
対
策
と
し
て
、

遺
伝
的
素
因
を
知
る
、
光
障
害
や
紫
外
線
を

避
け
る
、
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、
高
血
圧

な
ど
）
の
予
防
、
禁
煙
、
健
康
診
断
の
受
診

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

近
年
若
い
世
代
に
は
近
視
が
増
え
て
い
ま

す
、
日
中
は
野
外
で
の
外
遊
び
を
心
掛
け
、

ゲ
ー
ム
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
近
方
ば
か
り
を
見

る
行
為
を
減
ら
す
こ
と
が
良
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
や
お
化
粧
、
ま

つ
毛
エ
ク
ス
テ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、

周
囲
か
ら
の
注
意
も
必
要
で
す
。 

 

目
は
左
右
二
つ
あ
る
た
め
片
眼
が
悪
く
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。
時
々
片
目
で
鏡
を
見
て
異
常
が

な
い
か
確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。 
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平
成
二
十
七
年
九
月
四
日
（
金
曜
日
）
練

馬
総
合
病
院
と
練
馬
消
防
署
と
の
共
催
で
、

第
十
五
回
練
馬
総
合
病
院
救
急
症
例
研
究
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

練
馬
消
防
署
の
救
急
救
命
士
、救
急
隊
員
、

消
防
団
員
合
わ
せ
て
約
四
十
名
及
び
当
院
の

職
員
約
六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
頭
痛
・
倦
怠
感
を
主
訴
に
搬
送
さ

れ
た
症
例
の
検
討
と
、
胸
部
打
撲
に
つ
い
て

救
急
搬
送
さ
れ
た
症
例
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
救
急
外
来
で
診
る
急
性
腹
症
に
つ

い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
練
馬
消
防
署

よ
り「
救
急
医
療
の
東
京
ル
ー
ル(

＊
参
照)

」

以
前
の
救
急
搬
送
症
例
困
難
例
に
つ
い
て
事

案
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

プ
ロ
グ
ラ
ム 

・
症
例
発
表 

症
例
① 

「
頭
痛
・
倦
怠
感
に
て 

救
急
要
請
さ
れ
た
症
例
」 

練
馬
消
防
署 

救
急
救
命
士 

 

加
藤 

健
介 

 

 

   

「
頭
痛
・
倦
怠
感
を
主
訴
に 

救
急
搬
送
さ
れ
た
症
例
」 

 

練
馬
総
合
病
院 

内
科
医
師 

 
 
 
 
 
 
 

奥
山 

翔
、
松
田 

英
士 

症
例
② 

「
胸
部
打
撲
に
て 

救
急
要
請
さ
れ
た
症
例
」 

 
練
馬
消
防
署 

救
急
技
術
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
谷 

勝
俊 

「
外
傷
性
脾
損
傷
に
伴
う
腹
腔
内
出
血
に
対

し
て
動
脈
塞
栓
術
が
有
効
で
あ
っ
た
症
例
」 

 

練
馬
総
合
病
院 
外
科
医
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牧
野 

曉
嗣 

・
講
演 

「
救
急
外
来
で
診
る
急
性
腹
症
」 

 

練
馬
総
合
病
院 

外
科
医
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筒
井 

り
な 

・
報
告 

「
事
案
報
告 ～

こ
ん
な
現
場
が
あ
り
ま
し
た
～
」 

 

練
馬
消
防
署 

救
急
救
命
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
城 

国
浩 

   

質
疑
応
答
で
は
、
熱
中
症
の
重
症
度
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
意
識
混
濁
な
ど
の
重
症

例
は
死
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。
症
例
①
で
は
救
急
隊
の
到
着
時

に
患
者
が
玄
関
先
で
出
迎
え
た
た
め
、
室
内

温
度
の
設
定
や
熱
気
な
ど
は
不
明
で
し
た
。

練
馬
消
防
署
長 

原
川
英
俊
様
か
ら
、
本
年

の
よ
う
な
猛
暑
で
は
室
内
温
度
の
設
定
が
高

い
と
熱
中
症
に
な
る
危
険
が
高
い
た
め
注
意

が
必
要
で
あ
る
と
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
転
落
外
傷
な
ど
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

外
傷
で
起
こ
る
肝
臓
や
脾
臓
な
ど
の
実
質
臓

器
損
傷
と
腸
管
損
傷
の
症
状
の
違
い
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
後
者
は
胃
液
や
腸

液
な
ど
腸
管
内
容
物
に
よ
る
腹
膜
炎
が
起
こ

る
た
め
非
常
に
痛
く
、
腹
部
所
見
は
板
状
硬

な
ど
腹
膜
刺
激
症
状
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
実

質
臓
器
損
傷
は
程
度
の
違
い
に
よ
り
軽
症
か

ら
出
血
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
状
態
な
ど
重
症
ま

で
症
状
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
飯
田
修
平
院

長
が
交
通
事
故
多
臓
器
外
傷
に
対
し
て
緊
急

手
術
に
て
救
命
し
た
経
験
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 
講
演
で
は
筒
井
医
師
が
急
性
腹
症
に
つ
い

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
診
断
か
ら
治
療

ま
で
を
実
際
の
症
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。 

練
馬
消
防
署
か
ら
の
話
題
提
供
で
は
東
京

ル
ー
ル
開
始
前
の
搬
送
困
難
事
例
に
つ
い
て

大
城
救
急
救
命
士
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、練
馬
消
防
署
、消
防
団
、

当
院
か
ら
活
発
な
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
も
救
急
隊
と
練
馬
総
合
病
院
と
の
相

互
理
解
を
深
め
、
よ
り
良
い
救
急
医
療
の
た

め
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

(

文
責 

地
域
連
携
室 

栗
原
直
人) 

 

＊
救
急
医
療
の
東
京
ル
ー
ル 

 

救
急
医
療
機
関
や
救
急
車
の
不
足
、
夜
間

対
応
病
院
の
混
雑
な
ど
救
急
医
療
の
現
場
で

起
こ
る
問
題
に
対
し
て
、
都
民
が
安
心
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
東
京
都
が
推
進
し
て
い
る
以

下
の
三
つ
の
ル
ー
ル
で
す
。 

 

一
・
救
急
患
者
の
迅
速
な
受
入
れ 

 

救
急
患
者
が
迅
速
に
医
療
を
う
け
ら
れ
る

よ
う
、
地
域
の
救
急
医
療
機
関
が
お
互
い
に

協
力
・
連
携
し
て
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
。 

二
・
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施 

 

緊
急
性
の
高
い
患
者
の
生
命
を
守
る
た
め

救
急
医
療
の
要
否
や
診
療
の
順
番
を
判
断
す

る
ト
リ
ア
ー
ジ
を
救
急
の
様
々
な
場
面
で
実

施
す
る
。 

三
・
都
民
の
理
解
と
参
画 

 

都
民
の
大
切
な
「
社
会
資
源
」
で
あ
る
救

急
医
療
を
守
る
た
め
に
、
都
民
一
人
ひ
と
り

が
適
切
な
利
用
を
心
が
け
る
。 
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第
十
五
回
練
馬
総
合
病
院 

救
急
症
例
研
究
会 

開
催
報
告 



     

整
形
外
科
医
師 

清
水 

英
德 

         

七
月
一
日
よ
り
整
形
外
科
常
勤
医
と
し
て

赴
任
し
ま
し
た
清
水
英
德
（
シ
ミ
ズ 

ヒ
デ

ノ
リ
）
と
申
し
ま
す
。
平
成
十
七
年
に
金
沢

大
学
医
学
部
医
学
科
を
卒
業
後
、
東
名
厚
木

病
院
で
二
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整

形
外
科
学
教
室
に
入
局
、
慶
應
義
塾
大
学
病

院
、
大
田
原
赤
十
字
病
院
、
荻
窪
病
院
、
川

崎
市
立
川
崎
病
院
な
ど
に
勤
務
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
回
、
ご
縁
が
あ
っ
て
練
馬
総
合

病
院
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

私
の
専
門
は
下
肢
と
く
に
股
関
節
領
域
で
、

骨
折
な
ど
の
外
傷
や
変
形
性
関
節
症
な
ど
の

変
性
疾
患
を
中
心
に
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
下
肢
領
域
以
外
の
疾
患
に

つ
い
て
も
、
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
治
療
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

地
域
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
少
し
で
も

役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

内
科
医
師 

日
比 

朝
子 

        

七
月
一
日
よ
り
内
科
常
勤
医
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
す
、
日
比
朝
子
（
ヒ
ビ 

ア
サ

コ
）
と
申
し
ま
す
。
東
京
女
子
医
科
大
学
を

卒
業
後
、
同
大
学
病
院
、
東
京
医
療
セ
ン
タ

ー
、
横
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
、
栃
木
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
こ
れ
ま
で
勤
務
し
て
参
り
ま
し

た
。
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
主
に
一

般
内
科
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間

に
透
析
医
療
に
従
事
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
、
透
析
医
療
を
受
け
て
い
る
方
々
に

は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病

が
原
因
で
、
腎
不
全
に
至
っ
た
患
者
さ
ん
が

非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

生
活
習
慣
病
は
、
腎
不
全
だ
け
で
な
く
、
心

血
管
系
の
合
併
症
も
引
き
起
こ
し
、
そ
の
後

の
生
活
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

そ
の
よ
う
な
合
併
症
の
発
症
を
、
で
き
る
だ

け
遅
ら
せ
る
、
ま
た
は
予
防
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。 

 

こ
ち
ら
の
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
現
在
は
主
に
内
科
診
療
と
健
診
業
務
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
業
務
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
病
を
適
切

に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
よ
う
、
常
に
心

が
け
て
お
り
ま
す
。 

  

皮
膚
科
医
師 

種
本 

紗
枝 

         

七
月
一
日
よ
り
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
種

本
紗
枝（
タ
ネ
モ
ト 

サ
エ
）と
申
し
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
川
崎
市

立
病
院
、
慶
應
大
学
病
院
、
荻
窪
病
院
、
立

川
共
済
病
院
な
ど
に
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
ご
縁
が
あ
り
練
馬
総
合
病
院
に
勤

務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

皮
膚
症
状
で
お
困
り
の
際
は
小
さ
な
こ
と

で
も
是
非
ご
相
談
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。 

外
来
が
混
雑
し
お
待
た
せ
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
丁
寧
な
説

明
と
診
察
で
安
心
し
て
お
帰
り
い
た
だ
け
る

よ
う
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
合
併
症
の
多
い
方
も
多
い
た
め
他
科

の
先
生
方
や
地
域
訪
問
看
護
の
職
員
の
方
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
連
携
を
密
に
と
り
、
患

者
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
。何
卒
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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新
任
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師
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整
形
外
科
医
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水 
英
德 

一
・
変
形
性
股
関
節
症
と
は 

股
関
節
は
大
腿
骨
頭
と
寛
骨
臼
の
組
み
合

わ
せ
で
で
き
て
い
る
大
き
な
球
関
節
で
、
体

を
支
え
、
立
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
上
で
要

と
な
る
大
切
な
関
節
で
す
。
大
腿
骨
頭
と
寛

骨
臼
は
表
面
を
関
節
軟
骨
で
覆
わ
れ
て
お
り
、

軟
骨
が
正
常
な
状
態
で
は
衝
撃
を
吸
収
し
た

り
、
滑
ら
か
な
関
節
運
動
を
維
持
し
た
り
す

る
の
で
、
私
た
ち
の
股
関
節
は
曲
げ
た
り
伸

ば
し
た
り
捻
じ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 変

形
性
股
関
節
症
は
、
そ
の
原
因
に
よ
り

一
次
性
と
二
次
性
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
次

性
と
は
特
に
原
因
と
な
る
病
気
が
明
ら
か
で

な
く
関
節
が
変
形
し
て
い
く
も
の
で
、
日
本

人
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、

二
次
性
は
関
節
症
の
変
化
が
起
き
る
何
ら
か

の
原
因
と
な
る
病
気
が
あ
る
場
合
で
、
日
本

人
の
変
形
性
股
関
節
症
の
ほ
と
ん
ど
が
二
次

性
で
す
。
そ
の
う
ち
の
多
く
が
小
児
期
の
疾

患
で
あ
る
発
育
性
股
関
節
形
成
不
全
や
臼
蓋

形
成
不
全
症
に
起
因
す
る
亜
脱
臼
性
股
関
節

症
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
他
の
二
次
性
変

形
性
股
関
節
症
の
原
因
と
し
て
、
特
発
性
大

腿
骨
頭
壊
死
や
外
傷
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
よ

る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

二
・
変
形
性
股
関
節
症
の
症
状
は
？ 

 

変
形
性
股
関
節
症
の
初
期
症
状
は
疼
痛
が

一
般
的
で
す
。
重
い
も
の
を
持
っ
た
り
、
長

時
間
の
歩
行
や
山
登
り
の
後
に
股
関
節
の
違

和
感
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
後
、

徐
々
に
痛
み
が
進
行
し
、
わ
ず
か
な
歩
行
で

も
強
い
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

安
静
時
痛
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

股
関
節
痛
以
外
の
症
状
と
し
て
は
可
動
域
制

限
が
あ
り
ま
す
。
関
節
症
が
初
期
の
頃
で
は

そ
れ
ほ
ど
可
動
域
制
限
は
出
現
し
な
い
か
ご

く
わ
ず
か
で
す
が
、
病
気
が
進
行
す
る
と
屈

曲
や
伸
展
、
内
外
旋
な
ど
の
可
動
域
制
限
が

進
行
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
股
関
節

痛
や
可
動
域
制
限
が
進
行
し
て
い
く
こ
と
で
、

歩
行
困
難
や
日
常
生
活
動
作
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
。 

 

三
・
変
形
性
股
関
節
症
に
対
す
る
検
査
は
？ 

 

Ｘ
線
撮
影
で
は
病
気
が
進
行
す
る
に
し
た

が
っ
て
関
節
裂
隙
の
狭
小
化
、
骨
棘
、
骨
硬

化
像
、
骨
嚢
胞
の
出
現
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
詳
し
く
骨
の
変
化

や
関
節
軟
骨
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

 

四
・
変
形
性
股
関
節
症
に
対
す
る
治
療 

 

関
節
症
の
変
化
は
不
可
逆
的
な
の
で
、
変

形
性
股
関
節
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
股
関
節

の
負
担
を
軽
減
し
、
進
行
を
予
防
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
股
関
節
へ
の
負
荷
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
体
重
を
減
ら
す
、
杖
を
使
用
し

て
歩
く
、
長
時
間
の
歩
行
を
避
け
る
な
ど
を

指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
関
節
症
が
進
行
す
る

と
、
股
関
節
周
囲
の
筋
力
が
低
下
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
特

に
大
腿
四
頭
筋
と
外
転
筋
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
疼
痛
が
強
い
場
合
、
抗
炎
症
鎮
痛
剤

な
ど
の
薬
物
療
法
が
一
時
的
に
は
有
効
で
あ

り
ま
す
が
、
長
期
的
な
進
行
防
止
効
果
は
不

明
で
す
。 

こ
れ
ら
保
存
療
法
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

病
気
が
進
行
し
疼
痛
増
悪
や
日
常
生
活
の
活

動
性
が
著
明
に
低
下
し
て
い
る
場
合
は
、
手

術
療
法
を
選
択
し
ま
す
。 

前
・
初
期
～
進
行
期
股
関
節
症
で
あ
れ
ば

疼
痛
軽
減
や
関
節
症
の
進
行
防
止
目
的
と
し

て
、
関
節
温
存
手
術
（
寛
骨
臼
回
転
骨
切
り

術
、大
腿
骨
骨
切
り
術
、鏡
視
下
手
術
な
ど
）

の
選
択
が
あ
り
ま
す
。
進
行
期
か
ら
末
期
の

股
関
節
症
の
症
例
、
保
存
療
法
で
は
疼
痛
軽

減
や
機
能
回
復
が
得
ら
れ
な
い
症
例
に
対
し

て
は
、
人
工
股
関
節
置
換
術
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
）
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
従
来
か
ら
多

数
の
人
工
関
節
の
機
種
が
開
発
さ
れ
、
デ
ザ

イ
ン
や
技
術
が
進
歩
す
る
こ
と
で
人
工
関
節

そ
の
も
の
の
長
期
生
存
率
は
向
上
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
最
少
侵
襲
手
術 

M
inim

ally invasive surgery

（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）

が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
術
後
の
早
期
社
会
復

帰
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

関
節
温
存
手
術
や
人
工
関
節
置
換
術
を
受

け
て
も
そ
れ
で
治
療
が
終
了
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
股
関
節
に
適
切
な
負
荷
が
か
け
ら
れ
て

い
る
か
、
筋
力
強
化
や
日
常
生
活
動
作
が
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。 

変
形
性
股
関
節
症
は
進
行
性
の
病
気
で
あ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
変
形
が
早
く
進
行
し

て
歩
行
困
難
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も

し
股
関
節
に
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
私
た
ち
整
形
外
科
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
患
者
さ
ん
の
症
状
や
病
気
に
あ
っ
た
治

療
を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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当
院
で
は
、
各
科
一
般
外
来
と
専
門
外
来

を
設
け
、
看
護
師
は
チ
ー
ム
制
で
外
来
看
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
専
門
外
来
と
化
学
療
法
室
を
紹
介

し
ま
す
。 

 

【
禁
煙
・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
外
来
】 

豊
田
医
師
に
よ
る
禁
煙
外
来
や
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
外
来
を
専
門
外
来
と
し
て
毎
週

木
・
金
曜
日
午
後
に
検
査
や
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

喫
煙
は
癌
や
動
脈
硬
化
、
肺
疾
患
等
健
康

に
様
々
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

ま
た
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
関
し
て
も

喫
煙
や
肥
満
、
飲
酒
が
影
響
し
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
の
た
め
喫
煙
や
食
生
活
等
の
生
活
習
慣

を
振
り
返
り
、
是
正
す
る
こ
と
で
疾
患
の
発

症
予
防
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

し
か
し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
は

大
変
な
努
力
と
根
気
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

当
外
来
で
は
医
師
・
看
護
師
が
患
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
と
ゆ
っ
く
り
お
話
し
す
る
こ
と
で
、

そ
の
患
者
さ
ん
に
合
っ
た
改
善
方
法
を
考
え
、

治
療
の
大
変
さ
や
努
力
し
た
こ
と
、
改
善
で

き
た
こ
と
に
対
す
る
喜
び
等
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
支
援
い
た
し
ま
す
。 

阿
光
愛
子 

   

【
創
傷
外
来
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
】 

当
院
の
創
傷
外
来
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ

ん
は
、
他
院
で
下
肢
切
断
が
必
要
と
診
断
さ

れ
て
も
、
で
き
れ
ば
切
断
を
回
避
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
持
た
れ
て
来
ら
れ
る
方
が
多

く
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
糖
尿
病
性
の
足
壊

疽
や
靴
ず
れ
・
タ
コ
・
魚
の
目
等
、
些
細
な

病
変
が
引
き
金
と
な
っ
て
潰
瘍
を
形
成
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
治
療
が
長
期
化
す

る
こ
と
か
ら
、
日
々
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
が
大
切

と
な
り
、
日
常
生
活
や
個
々
の
足
の
形
の
異

な
り
を
見
極
め
て
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た
個

別
指
導
行
い
ま
す
。 

ま
た
完
治
し
て
も
再
発
を
繰
り
返
す
患
者

さ
ん
の
再
発
予
防
の
た
め
に
フ
ッ
ト
ケ
ア
外

来
で
定
期
的
に
角
質
を
削
り
、
爪
を
整
え
る

な
ど
経
過
観
察
し
て
い
ま
す
。 

 

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
足
を
失
う

こ
と
が
な
い
よ
う
協
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

小
川
香
寿 

 

【
化
学
療
法
室
】 

 

が
ん
に
対
す
る
化
学
療
法
の
多
く
は
入
院

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
抗
が
ん
剤
の

進
歩
や
副
作
用
に
対
す
る
薬
剤
の
開
発
、
治

療
環
境
の
整
備
と
医
療
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

外
来
通
院
で
化
学
療
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

外
来
通
院
治
療
は
、
自
宅
で
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生

活
の
質
）
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
精
神
的
ま

た
経
済
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

が
ん
化
学
療
法
は
、
手
術
前
や
、
手
術
後

に
行
う
こ
と
で
、
が
ん
の
進
行
や
再
発
を
抑

え
る
こ
と
が
目
的
と
な
り
ま
す
。 

同
時
に
が
ん
に
伴
う
肉
体
的
・
精
神
的
苦

痛
を
軽
減
す
る
た
め
の
緩
和
ケ
ア
を
チ
ー
ム

で
検
討
し
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

化
学
療
法
に
関
わ
る
看
護
師
は
、
予
定
回

数
の
抗
が
ん
剤
治
療
を
継
続
し
て
終
え
ら
れ

る
こ
と
を
目
標
に
、
日
常
生
活
の
状
況
や
問

題
と
な
る
症
状
、
副
作
用
の
情
報
を
聞
き
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
対
応
で
き
る
よ
う
医

師
や
薬
剤
師
と
と
も
に
チ
ー
ム
で
情
報
を
検

討
し
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蔵
野
弘
美 
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●
花
粉
症
に
つ
い
て 

日
本
で
は
、
国
民
の
約
四
人
に
一
人
が
花

粉
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、

ブ
タ
ク
サ
な
ど
は
花
粉
症
の
原
因
と
し
て
良

く
知
ら
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
も
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
、
最
も
患
者
数
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
る
の
が
ス
ギ
花
粉
症
で
す
。 

花
粉
症
の
症
状
に
は
、「
く
し
ゃ
み
」「
鼻

み
ず
」「
目
の
か
ゆ
み
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
花
粉
症
の
薬 

花
粉
症
の
治
療
薬
に
は
、飲
み
薬
や
目
薬
、

鼻
に
噴
霧
す
る
薬
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す
物
質
を
抑
え
る

こ
と
で
症
状
を
緩
和
さ
せ
ま
す
。 

飲
み
薬
は
、
花
粉
の
飛
ぶ
季
節
の
前
か
ら

継
続
し
て
使
用
す
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を

よ
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
副
作
用
と

し
て
、
眠
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
車
の
運

転
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

目
薬
、
鼻
に
噴
霧
す
る
薬
は
、
使
用
し
た

部
位
の
症
状
を
緩
和
さ
せ
ま
す
。
症
状
に
合

わ
せ
て
薬
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

●
シ
ダ
ト
レ
ン
Ⓡ 

昨
年
、
ス
ギ
花
粉
症
の
新
た
な
治
療
法
と

し
て
シ
ダ
ト
レ
ン
Ⓡ

と
い
う
薬
が
登
場
し
ま

し
た
。
今
ま
で
の
単
に
症
状
を
抑
え
る
も
の

と
は
異
な
り
、
体
質
そ
の
も
の
を
変
え
る
治

療
法
で
す
。 

 
 

そ
の
治
療
法
は
、減
感
作
療
法(

ア
レ
ル
ゲ

ン
免
疫
療
法)

と
言
わ
れ
、ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

の
原
因
と
な
る
異
物
を
低
濃
度
、
少
量
か
ら

投
与
し
、
少
し
ず
つ
量
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
で
、
体
を
異
物
に
慣
れ
さ
せ
、
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

通
常
、減
感
作
療
法
は
注
射
で
行
い
ま
す
が
、

シ
ダ
ト
レ
ン
は
舌
下
に
投
与
す
る
薬
な
の
で

自
宅
で
簡
単
に
行
え
ま
す
。
治
療
に
よ
り
花

粉
症
の
症
状
を
長
期
間
抑
え
た
り
、
根
本
か

ら
治
療
し
た
り
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
方
で
、
症
状
が
な
い
時
で
も
毎
日
、
数
年

間
に
わ
た
り
継
続
し
て
服
用
す
る
の
で
根
気

が
必
要
で
す
。 

<

使
い
方> 

治
療
は
、
ス
ギ
花
粉
が
飛
散
し
て
い
な
い

時
期
に
医
師
の
監
督
の
も
と
開
始
し
ま
す
。 

治
療
開
始
か
ら
十
四
日
間
は
シ
ダ
ト
レ
ン

の
濃
度
を
少
し
ず
つ
上
げ
る
た
め
に
プ
ッ
シ

ュ
数
を
変
え
て
使
用
し
ま
す
。(

表
１) 

服
用
は
一
日
に
一
回
、
薬
液
を
舌
下
に
滴

下
し
て
使
用
し
ま
す
。
薬
液
を
含
ん
だ
後
は

二
分
間
そ
の
ま
ま
の
状
態
を
保
持
し
、
飲
み

込
ん
で
下
さ
い
。
そ
の
後
は
五
分
間
、
う
が

い
や
飲
食
を
控
え
て
下
さ
い
。 

  

 

<

副
作
用> 

減
感
作
療
法
で
は
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

と
い
う
重
い
副
作
用
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、
短
時
間
に

急
激
に
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
す
。「
じ

ん
ま
し
ん
」「
息
苦
し
さ
」「
意
識
を
失
う
」

な
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
見
ら
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。 

・
初
回
治
療
開
始
時 

・
投
与
開
始
か
ら
三
十
分
以
内 

・
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
し
て
い
る
時
期 

は
特
に
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
起
こ
り
や

す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。 

 <

使
用
上
の
注
意> 

・
薬
剤
は
、
冷
蔵
庫
で
保
管
し
て
下
さ
い
。 

・
お
子
様
の
手
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保 

管
し
て
下
さ
い
。 

 

●
最
後
に 

近
年
、
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
量
が
増
え
た
こ

と
か
ら
今
ま
で
花
粉
症
で
な
か
っ
た
方
も
突

然
花
粉
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
辛
い
症
状
に
よ
り
日
常
生
活

に
支
障
が
出
る
前
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

下
さ
い
。 

何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
医

師
又
は
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 
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血
液
の
中
に
は
三
種
類
の
細
胞
、
「
赤
血

球
」、「
白
血
球
」、「
血
小
板
」
が
流
れ
て
い

ま
す
。 

前
回
は
赤
血
球
と
貧
血
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
白
血
球
の
働
き
と
、

関
連
す
る
病
態
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。 

 

・
白
血
球
と
は 

 
 

白
血
球
数
の
当
院
の
基
準
値
は
、
１
マ
イ

ク
ロ
リ
ッ
ト
ル
中
、
３
５
０
０
～
８
５
０
０

で
赤
血
球
に
対
し
て
千
分
の
一
ほ
ど
で
す
。

子
供
は
大
人
に
比
べ
て
数
が
多
め
で
す
。 

骨
髄
や
胸
腺
で
つ
く
ら
れ
、
顆
粒
性
の
好

中
球
、
好
酸
球
、
好
塩
基
球
、
無
顆
粒
性
の

リ
ン
パ
球
、
単
球
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 

 

白
血
球
数
は
病
気
だ
け
で
な
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
増
減
し
ま
す
。 

原
因
に
よ
っ
て
増
減
す
る
白
血
球
の
種
類

が
異
な
る
の
で
、
白
血
球
分
類
の
検
査
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

昔
は
ス
ラ
イ
ド
グ
ラ
ス
に
血
液
を
塗
り
広

げ
て
染
色
標
本
を
作
製
し
、
顕
微
鏡
で
１
枚

ず
つ
覗
い
て
判
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
自
動
検
査
機
器
で
数
の
計
測
と
分
類
を
短

時
間
で
同
時
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  

・
白
血
球
の
働
き 

生
体
内
に
進
入
し
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
微
生
物
を
取
り
込
ん
で
破
壊
し
た
り

（
貪
食
作
用
）、免
疫
抗
体
を
つ
く
っ
て
殺
し

た
り
す
る（
免
疫
反
応
）働
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
は
主
に
好
中
球
と
リ
ン
パ
球
が
関

与
し
ま
す
。
こ
の
２
種
類
で
白
血
球
数
の
お

よ
そ
９
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

①
好
中
球 

好
中
球
は
運
動
性
に
富
み
、
強
い
貪
食
能

を
持
ち
、
体
内
に
侵
入
し
た
細
菌
を
胞
体
内

に
取
り
込
ん
で
、
消
化
、
殺
菌
、
分
解
し
ま

す
。
好
中
球
は
殺
菌
作
用
が
強
く
一
般
の
細

菌
を
処
理
す
る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。 

細
菌
の
感
染
を
受
け
る
と
化
膿
し
ま
す
が
、

こ
の
膿
は
、
細
菌
を
処
理
し
た
好
中
球
の
成

れ
の
果
て
の
姿
で
す
。 

  

《
好
中
球
が
増
え
る
》 

病
気
や
投
薬
以
外
で
も
激
し
い
運
動
、
ス

ト
レ
ス
、
喫
煙
な
ど
で
も
好
中
球
は
増
加
し

ま
す
。 

一
般
的
に
は
風
邪
、
肺
炎
、
敗
血
症
、
虫

垂
炎
、
胆
嚢
炎
、
ケ
ガ
や
骨
折
、
火
傷
な
ど

多
く
の
細
菌
感
染
や
炎
症
で
増
加
し
ま
す
。

ま
た
、
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
、
悪
性
腫
瘍
、

尿
毒
症
、
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与
な
ど

で
増
加
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

《
好
中
球
が
減
る
》 

原
因
と
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
ビ
タ
ミ

ン
B12
欠
乏
や
葉
酸
欠
乏
の
他
に
、
悪
性
貧
血

や
再
生
不
良
性
貧
血
等
の
血
液
疾
患
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
鎮
痛
解
熱
剤
、
抗
生
剤
、
抗

癌
剤
等
の
薬
の
副
作
用
で
減
少
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

     ②
リ
ン
パ
球 

リ
ン
パ
球
は
免
疫
反
応
を
担
当
し
、
自
身

が
出
す
抗
体
な
ど
を
使
っ
て
あ
ら
ゆ
る
異
物

に
対
し
て
攻
撃
を
し
ま
す
。
特
に
ウ
イ
ル
ス

な
ど
の
小
さ
な
異
物
や
腫
瘍
細
胞
に
対
し
て

は
、
リ
ン
パ
球
が
中
心
と
な
っ
て
対
応
し
て

い
ま
す
。 

《
リ
ン
パ
球
が
増
え
る
》 

原
因
と
し
て
、
特
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
結

核
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
や
リ
ン
パ
球
性
白

血
病
な
ど
の
特
定
の
種
類
の
癌
で
は
、
リ
ン

パ
腫
細
胞
や
未
熟
な
リ
ン
パ
球
（
リ
ン
パ
芽

球
）
が
血
液
中
に
放
出
さ
れ
増
加
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

《
リ
ン
パ
球
が
減
る
》 

免
疫
不
全
症
、
膠
原
病
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
態
に
よ
っ
て
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 ま

た
、
コ
ル
チ
コ
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
（
プ
レ

ド
ニ
ゾ
ロ
ン
な
ど
）を
使
用
し
て
い
る
と
き
、

癌
の
化
学
療
法
や
放
射
線
療
法
を
受
け
て
い

る
と
き
な
ど
に
も
、
リ
ン
パ
球
の
数
は
一
時

的
に
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

   

こ
の
よ
う
に
、
白
血
球
は
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
増
減
し
ま
す
が
、
時
と
し
て
血
液
疾

患
な
ど
の
重
篤
な
病
気
が
潜
ん
で
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 
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〇
造
影
剤
と
は 

造
影
剤
と
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
「
影
を

造
る
」
薬
剤
で
す
。
通
常
薬
剤
と
い
う
と
病

気
や
け
が
を
治
す
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
造
影
剤
に
治

療
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
画
像
診
断
の
際
に

画
像
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
（
白
黒
の
差
）
を
付

け
た
り
，
特
定
の
臓
器
を
強
調
す
る
た
め
に

患
者
さ
ん
に
投
与
さ
れ
る
薬
剤
の
総
称
を
造

影
剤
と
呼
び
ま
す
。 

造
影
剤
に
は
Ｃ
Ｔ
や
血
管
造
影
な
ど
に
使

わ
れ
る
ヨ
ー
ド
造
影
剤
，
胃
の
検
査
に
使
わ

れ
る
バ
リ
ウ
ム
，
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
使
わ
れ
る

ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
化
合
物
造
影
剤
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

 

Ｘ
線
検
査
が
考
案
さ
れ
実
用
化
さ
れ
は
じ

め
た
当
時
、
Ｘ
線
画
像
の
使
用
目
的
は
骨
折

な
ど
の
骨
の
状
態
の
確
認
が
主
流
で
し
た
。 

し
か
し
造
影
剤
の
出
現
に
よ
り
血
管
や
腫
瘍

を
Ｘ
線
画
像
に
写
し
出
す
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
現
在
の
Ｘ
線
検
査
に
お
い
て
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
薬
剤
と
な
り
ま
し
た
。 

                      

〇
造
影
剤
の
仕
組
み 

造
影
剤
に
つ
い
て
理
解
す
る
際
は
、
ま
ず

Ｘ
線
透
過
率
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
透
過
力
と
は
物
質
を
通
り
抜
け
る

力
の
こ
と
を
い
い
、
透
過
率
と
は
ど
れ
く
ら

い
の
Ｘ
線
が
物
質
を
透
過
し
た
か
を
数
字
で

表
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。 

ま
ず
骨
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。
骨
は
と

て
も
固
い
組
織
で
す
。
そ
の
た
め
Ｘ
線
は
ほ

と
ん
ど
透
過
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
フ
ィ
ル

ム
ま
で
Ｘ
線
が
到
達
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
骨

は
Ｘ
線
透
過
率
の
低
い
物
質
と
い
え
ま
す
。

画
像
上
で
は
白
く
写
り
ま
す
。 

対
し
て
内
臓
や
血
管
は
柔
ら
か
い
組
織
の

た
め
Ｘ
線
が
透
過
し
や
す
く
、
フ
ィ
ル
ム
ま

で
Ｘ
線
が
到
達
し
ま
す
。
つ
ま
り
内
臓
や
血

管
は
Ｘ
線
透
過
率
の
高
い
物
質
で
画
像
上
で

は
黒
く
写
り
ま
す
。
そ
こ
で
血
管
内
へ
Ｘ
線

透
過
率
の
低
い
造
影
剤
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
血
管
の
走
行
や
腫
瘍
な
ど
を
Ｘ
線
画
像

上
に
白
く
写
し
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。 

  
〇
造
影
剤
と
副
作
用 

造
影
剤
は
ま
れ
に
副
作
用
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
番
よ
く
検
査
に
使
用
さ
れ

る
ヨ
ー
ド
造
影
剤
で
は
５
％
未
満
の
確
率
で

副
作
用
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

主
な
症
状
に
は
吐
き
気
、
ほ
て
り
、
蕁
麻

疹
、
く
し
ゃ
み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
非

常
に
ま
れ
で
す
が
10
～
20
万
人
に
１
人
の

割
合
で
死
亡
す
る
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
当
院
で
は
検
査
前
に
造
影
剤
の

使
用
に
関
す
る
問
診
票
と
同
意
書
の
記
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
同
意
書
に
サ
イ
ン
し

て
下
さ
い
と
言
わ
れ
る
と
怖
い
と
感
じ
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
副
作
用
を
起

こ
す
リ
ス
ク
が
高
い
人
を
事
前
に
見
つ
け
出

し
、
よ
り
安
全
に
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。 

記
入
す
る
際
に
は
近
く
に
係
り
の
者
が
お

り
ま
す
の
で
、
分
か
ら
な
い
点
や
不
安
な
事

な
ど
何
で
も
聞
い
て
下
さ
い
。 

               

ハローホスピタル 97 号  10 

造影剤の話 

脳血管の造影検査 



               

暑
い
夏
が
終
わ
り
、だ
ん
だ
ん
と
涼
し
く
、

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
昔
か
ら
、「
芸
術
の
秋
」、「
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
」、「
読
書
の
秋
」、
そ
し
て
「
食
欲
の

秋
」
な
ど
、「
○
○
の
秋
」
と
い
い
ま
す
ね
。

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
秋
を
過
ご
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

今
年
の
夏
は
全
国
各
地
で
、
気
温
が
三

十
℃
を
上
回
る
真
夏
日
が
、
多
く
あ
り
ま
し

た
。
夏
バ
テ
し
て
、
食
欲
が
減
り
、
い
つ
も

の
よ
う
な
食
事
が
摂
れ
な
か
っ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

実
は
こ
の
夏
バ
テ
に
よ
る
食
欲
減
少
は
、

意
外
に
も
「
食
欲
の
秋
」
の
原
因
の
一
つ
な

の
で
す
。 

 

食
欲
が
湧
か
ず
、
食
事
が
摂
れ
て
い
な
い

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
が
不
足
し
て
い
る

状
態
に
な
り
ま
す
。
涼
し
く
な
っ
て
食
欲
が

徐
々
に
戻
っ
て
く
る
と
、
身
体
は
そ
の
状
態

を
改
善
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の

食
事
を
摂
ろ
う
と
し
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

や
め
た
後
、
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
に
似

て
い
ま
す
ね
。 

 
「
食
欲
の
秋
」
で
も
、
太
り
た
く
な
い
方

に
お
勧
め
の
、
秋
が
旬
の
食
材
を
紹
介
し
ま

す
。
そ
れ
は
き
の
こ
類
で
す
。
秋
の
き
の
こ

の
代
表
で
有
名
な
の
は
も
ち
ろ
ん
松
茸
で
す

が
、
き
の
こ
に
は
色
々
な
種
類
が
多
く
あ
り

ま
す
。
成
分
と
し
て
は
、
生
の
き
の
こ
の
お

よ
そ
八
十
％
以
上
は
水
分
で
あ
り
、
脂
質
は

一
％
以
下
で
あ
る
た
め
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
、

た
く
さ
ん
食
べ
て
も
太
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
き
の
こ
に
は
現
代
の
日
本
人
に

不
足
し
が
ち
な
、
食
物
繊
維
も
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
き
の
こ
に
多
く
含
ま
れ
て
い

る
の
は
、
不
溶
性
の
食
物
繊
維
で
、
寒
天
な

ど
に
含
ま
れ
る
水
溶
性
食
物
繊
維
と
は
異
な

り
ま
す
。
不
溶
性
の
食
物
繊
維
が
豊
富
な
食

材
の
特
徴
は
二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
よ
く
噛
ま
な
け
れ
ば
呑
み
込

め
な
い
こ
と
で
す
。
脳
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
増

加
す
る
と
満
足
感
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
噛
む
こ
と
で
、
脳
の
ヒ
ス
タ

ミ
ン
が
増
加
し
、
脳
の
視
床
下
部
に
あ
る
満

腹
中
枢
に
作
用
す
る
た
め
、
食
べ
過
ぎ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

二
つ
目
の
特
徴
は
、
便
の
か
さ
を
増
や
し

便
秘
を
改
善
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、「
食
欲
の
秋
」
で
食
べ
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
と
き
、
む
く
み
が
気
に
な
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
甘
い
も
の
や
味

の
濃
い
も
の
を
食
べ
す
ぎ
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
過
多
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
余
分
な
水

分
が
身
体
に
た
ま
っ
て
し
ま
い
、
む
く
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
き
の
こ
は
、
む
く
み
に
効
果

的
な
カ
リ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。 

カ
リ
ウ
ム
に
は
、利
尿
作
用
が
あ
る
た
め
、

体
内
の
余
分
な
水
分
の
排
出
を
助
け
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。 

き
の
こ
類
は
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
、
食
物
繊

維
や
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な
の
で
、
食
べ
過
ぎ

の
予
防
だ
け
で
な
く
、
食
べ
過
ぎ
た
あ
と
に

も
食
べ
た
い
食
品
で
す
。 

収
穫
の
秋
、
実
り
の
秋
で
、
お
い
し
い
食

べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
時
期
で
す
が
、
上
手

に
食
べ
て
、
満
足
感
を
得
な
が
ら
、
体
重
増

加
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

                             

11  ハローホスピタル 97 号 

きのこの話 

○きのこと鶏肉の炒め煮○ 【１人分】        
  ・鶏肉    100 g 

・しめじ     20g 
・エリンギ      20g 

 ・だし汁  100ml 
 ・醤油       小さじ 1 
・みりん   小さじ 1            

 

・手順・ 
1． 鶏肉を一口大に切る。きのこ類も食べやすい

大きさに切る 
2． 鶏肉を炒め、火が通ったらきのこ類をフライ

パンにいれ、一緒に炒める。 
3． 調味料を入れ、落し蓋をして煮る。 
★他の種類のきのこをいれても、 
美味しいですよ♪ 



 
 

 
 

   

定
す
る
方
法
や
骨
折
部
を
直
接
開
け
て
骨
片

を
プ
レ
ー
ト
固
定
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

 

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
リ
ハ
ビ
リ
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
正
し
い
や
り
方
で
痛
み
に
合

わ
せ
無
理
を
せ
ず
に
行
っ
て
い
く
こ
と
で
す 

   

複
雑
な
骨
折
、
徒
手
整
復
が
困
難
な
場
合
は

手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

手
術
で
は
鋼
線
を
刺
入
し
て
骨
折
部
を
固

①
前
腕
回
内
外
運
動
（
筒
倒
し
運
動
） 

㈠
テ
ー
ブ
ル
に
前
腕
を
つ
け
ま
っ
す
ぐ
筒
を

も
ち
ま
す
。 

 

   

必
要
と
し
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。 

②
観
血
的
固
定
術
（
手
術
） 

骨
片
が
い
く
つ
か
わ
か
れ
て
い
る
場
合
や

運
動
や
ア
イ
シ
ン
グ
な
ど
行
い
ま
す
。
ギ
プ

ス
な
ど
の
固
定
が
取
れ
た
ら
、
手
関
節
の
運

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

れ
る
骨
折
を
橈
骨
遠
位
端
骨
折
と
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
最
も
多
く
み
ら
れ
る
手
関
節
の

骨
折
で
す
。 

固
定
し
ま
す
。 

子
供
の
骨
折
の
場
合
は
自
身
で
の
矯
正
力

が
旺
盛
で
、
骨
の
癒
合
も
早
い
の
で
手
術
を

ま
た
浮
腫
み
や
熱
感
が
あ
る
場
合
は
手
首

を
心
臓
よ
り
高
く
し
て
寝
る
こ
と
や
三
角
巾

で
固
定
す
る
、
ま
た
浮
腫
み
を
取
る
た
め
の

丸
形
（
約
０
～
三
〇
度
）
や
三
角
型
（
約
三

〇
～
九
〇
度
）
に
手
を
固
定
し
て
丸
み
や
角

に
合
わ
せ
て
手
首
を
前
後
に
動
か
し
ま
す
。 

で
も
最
も
頻
度
の
高
い
も
の
の
一
つ
で
す
。 

前
腕
の
二
本
の
骨
の
う
ち
の
橈
骨
（
と
う

こ
つ
）
が
手
首
の
と
こ
ろ
（
遠
位
端
）
で
折

元
に
戻
す
整
復
を
行
な
い
ま
す
。
引
っ
張
る

力
を
ゆ
る
め
て
も
骨
折
部
が
ず
れ
な
い
と
き

は
、
そ
の
ま
ま
ギ
プ
ス
や
ギ
プ
ス
シ
ー
ネ
で

例
え
ば
ボ
ー
ル
や
ス
ポ
ン
ジ
、
弱
い
ハ
ン
ド

グ
リ
ッ
プ
等
、
抵
抗
の
弱
い
も
の
を
握
り
手

指
の
運
動
を
行
い
ま
す
。 

テ
ー
ブ
ル
か
ら
前
腕
が
離
れ
な
い
よ
う
、

痛
み
の
範
囲
内
で
こ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
。 

②
手
関
節
掌
背
屈
（
リ
ス
ト
ラ
ウ
ン
ダ
ー
） 

 

●
は
じ
め
に 

 

手
関
節
の
骨
折
は
い
ろ
い
ろ
な
骨
折
の
中

①
保
存
療
法
（
ギ
プ
ス
固
定
な
ど
） 

麻
酔
な
ど
で
痛
み
を
と
っ
て
か
ら
、
手
を

指
先
の
方
向
に
引
っ
張
っ
て
ず
れ
た
骨
片
を

●
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

ギ
プ
ス
で
固
定
さ
れ
て
い
る
間
は
肩
や
手

指
な
ど
固
定
部
以
外
の
関
節
を
動
か
し
ま
す
。

 

   

き
ま
す
。
子
供
で
は
橈
骨
の
手
首
側
の
成
長

軟
骨
板
の
と
こ
ろ
で
骨
折
が
起
き
ま
す
。 

●
い
ろ
い
ろ
な
治
療
方
法 

の
感
覚
が
障
害
さ
れ
ま
す
。 

③
変
形
治
癒 

 

骨
が
ず
れ
て
く
っ
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
側
に
筒
を
倒
し
ま
す
。 

＜骨折

 ～第 2 弾

   

と
で
簡
単
に
折
れ
ま
す
。
ま
た
若
い
人
で
も

高
い
所
か
ら
転
落
し
て
手
を
つ
い
た
と
き
や
、

交
通
事
故
な
ど
で
強
い
外
力
が
加
わ
る
と
起

②
手
根
管
症
候
群

橈
骨
の
手
の
ひ
ら
側
を
走
っ
て
い
る
成
中

神
経
が
、
圧
迫
さ
れ
る
と
、
親
指
か
ら
薬
指

㈢
筒
を
し
っ
か
り
握
っ
た
ま
ま
、
ゆ
っ
く
り

ハローホス

折のリハビリ

弾～手関節の

   

全
年
齢
層
で
発
生
し
ま
す
が
、
閉
経
後
の

中
年
以
降
の
女
性
は
骨
粗
鬆
症
で
骨
が
脆
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
転
倒
時
に
手
を
つ
く
こ

①
指
、
手
関
節
、
前
腕
、
肘
、
肩
の
拘
縮

 

痛
み
や
腫
れ
、
固
定
な
ど
に
よ
り
動
か
せ

な
い
こ
と
で
各
関
節
が
硬
く
な
り
ま
す
。 

内
側
に
筒
を
倒
し
ま
す
。

スピタル 97 号

リ＞ 
の骨折 

 

●
な
ぜ
骨
折
す
る
？ 

全

●
骨
折
の
合
併
症 

 

㈡
筒
を
し
っ
か
り
握
っ
た
ま
ま
、
ゆ
っ
く
り

号  12 



    

七
月
十
六
日
と
二
十
八
日
の
二
日
間
、
外

来
患
者
さ
ん
を
対
象
に
『
外
来
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
』
い
た
し
ま
し
た
。 

 

百
六
名
の
方
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
計
結
果
の

一
部
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

当
院
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ご
意
見
箱
で

皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
医
療
の
質
向

上
を
行
い
、
安
心
し
て
か
か
れ
る
病
院
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
要
望
に
対
し
て
随
時
改
善
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

何
か
お
気
づ
き
に
な
り
ま
し
た
ら
、是
非
、

ご
意
見
箱
へ
投
書
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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「
外
来
患
者
さ
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
結
果 

 
多くの方々にご協力をいただき、 

ありがとうございました。 

Ｑ．何科を受診されましたか？ 

Ｑ．当院を利用された理由は？ 

内科

31.9%

外科

5.3%

整形外科

8.8%脳外科

2.7%

皮膚科

1.8%

泌尿器科

10.6%

産婦人科

15.9%

循環器内科

3.5%

眼科

3.5%

健診

15.0%

その他

0.9%

知っている医師が

いる

3.1%
他院の医師の紹介

6.3%

医院・診療所紹介

8.8%

大きな総合病院だ

から

13.8%

良い医師がいると

聞いたから

6.3%
医療設備が十分に

整っている

19.4%

家が近い

28.8%

その他

13.8%



56.8%

75.8%

51.0%

50.6%

54.3%

56.3%

60.5%

51.6%

37.9%

22.2%

39.8%

42.7%

39.1%

39.1%

37.2%

20.9%

4.2%

2.0%

8.2%

6.7%

6.5%

4.6%

1.2%

2.2%

1.1%

1.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

案内表示・掲示 n=95

病院の清潔度 n=99

待合室について n=98

プライバシーの配慮 n=89

受付システム n=92

医療の質・内容 n=87

医療機器の整備 n=86

病院全体の評価 n=91

満足 やや満足 やや不満 不満
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Ｑ．病院の印象はいかがですか？ 

Ｑ．待ち時間はいかがですか？ 

64.2%

37.5%

54.7%

24.2%

42.5%

25.0%

7.4%

12.5%

18.8%

4.2%

7.5%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受付 n=95

診察 n=80

会計 n=64

満足 やや満足 やや不満 不満
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76.8%

74.2%

75.4%

60.9%

58.3%

77.9%

65.4%

59.1%

55.2%

71.7%

21.1%

24.7%

23.2%

39.1%

33.3%

20.9%

28.8%

30.7%

43.1%

26.7%

2.1%

8.3%

1.2%

3.8%

10.2%

1.7%

1.1%

1.4%

1.9%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師 n=95

看護師 n=89

レントゲン n=69

検査 n=23

リハビリ n=24

医療相談 n=86

受付 n=104

会計 n=88

売店 n=68

清掃員 n=60

満足 やや満足 やや不満 不満

63.7% 30.8% 5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師 n=91

満足 やや満足 やや不満 不満

Ｑ．病気や検査、薬の説明はいかがですか？

Ｑ．職員の対応はいかがですか？ 



す
と
、
画
面
上
に
入
力
一
覧
が
表
示
さ
れ
ま

 
 

検
査
結
果
、を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

院
内
情
報
は
、
無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

リ
モ
コ
ン
の
「
入
力
切
替
」
ボ
タ
ン
を
押

床
頭
台
に
利
用
方
法
の
説
明
書
が
あ
り
ま

す
。
わ
か
ら
な
い
場
合
は
お
気
軽
に
病
棟
職

員
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。 

   

院
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法 

 

病
棟
の
床
頭
台
の
Ｔ
Ｖ
か
ら
、
院
内
情
報

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、検
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

お
り
ま
す
。
過
去
一
年
分
の
検
査
結
果
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
診
療
予

定
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   

ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。 

（
三
階 

産
婦
人
科
病
棟 

三
十
代
女
性
） 

 

・
診
療
に
関
す
る
案
内
か
ら
は
、
血
液
検
査

一（
生
化
免
疫
院
内
）、検
査
結
果
二（
末
血
）、

尿
一
般
（
尿
一
般
）
の
三
種
類
を
表
示
し
て

   

Ｑ 

退
院
前
に
Ｔ
Ｖ
で
自
分
の
血
液
デ
ー
タ

や
病
院
案
内
が
見
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

良
い
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
う
の
で
、
周
知
し
た

＊
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ 

な
ど
、
院
内
情
報
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま

す
。 

   

退
院
時
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
患
者
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 

＊
お
食
事
選
択

＊
食
事
ア
ン
ケ
ー
ト 

＊
診
療
に
関
す
る
案
内 

   

   

＊
利
用
可
能
な
設
備
紹
介

＊
病
院
紹
介 

＊
フ
ロ
ア
ー
の
ご
案
内 

   

   

＊
入
院
の
手
続
き

＊
入
院
生
活 

＊
退
院
手
続
き 

   

   

で
し
ば
ら
く
す
る
と
画
面
が
切
り
替
わ
り
、

下
記
の
院
内
情
報
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

画
面
を
タ
ッ
チ
し
て
操
作
で
き
ま
す
。 

  

ハローホス

   

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。「
入
力
切
替
」
ボ
タ
ン
を

押
し
て
「
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ 

２
」
の
項
目
に
し
て
く

だ
さ
い
。
※
決
定
ボ
タ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
の

  

スピタル 97 号

 

す
。
現
在
選
択
さ
れ
て
い
る
項
目
が
四
角
で
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次号は 

第 ９８ 号 平成 ２８ 年 １ 月 ５ 日発行です。 

お待ちして 
  おります 

 患者満足向上委員会・広報委員会では、 

当院に対する皆様からのご意見・ご質問など 

（その他何でも結構です）お待ちしております。 

 院内に設置してあるご意見箱、または 

E-mailでお待ちしております。 
 

＊ご意見箱設置場所＊  各階談話室 

                 玄関入口総合案内 

連絡先   Tel   03-5988-2200（代表）           

         Fax  03-5988-2250 

       e-mail : info@nerima-hosp.or.jp 

       http://www.nerima-hosp.or.jp 

お 知 ら せ 
 
次号の特集は 
○ 新年のご挨拶 
○ ＭＱＩ（医療の質向上活動）発表大会 開催報告 
       



 ｢ハローホスピタル｣：第９７号  平成２７年１０月１日発行 （年４回発行） 

発行／編集  公益財団法人東京都医療保健協会 練 馬 総 合 病 院 広報委員会 

当院へのご案内 

〒176-8530 東京都練馬区旭丘１-２４-1 

★診療科目★ 内科／外科／循環器内科／整形外科／皮膚科／泌尿器科 

産婦人科／眼科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／漢方内科 

特殊外来（尿失禁外来・禁煙外来・睡眠時無呼吸症候群外来・ 

       光線外来・乾癬外来） 

健康医学センター（各種ドック・健診）／結石センター 
糖尿病センター ／創傷センター ／内視鏡センター／漢方医学センター 

★受付時間★ 午前の診療受付 

午後の診療受付 

午前８時～午前１１時 

正午～午後４時 

★休  診  日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始 
急患は年中無休で２４時間診療いたします 

★２４時間救急受付★  当直医常時３名体制  （内科／外科系／産婦人科） 

★面会時間★ 午後３時～午後８時 平日 

土･日･祝日 午前１０時～午後８時 

＊平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。 

☆新生児面会時間☆ 平日 

土･日･祝日 

午後３時～３時３０分  午後５時～午後７時 

午前１１時～１２時  
午後３時～３時３０分  午後５時～午後７時 

新江古田 

至池袋 至所沢 

日大芸術学部 
西武池袋線 

都営大江戸線 

江古田 東長崎 

東京三菱ＵＦＪ銀行 

旭丘文化通り 

千川通り 

武蔵大学 
江古田バス停 

ファミリーマート 

練馬総合病院 

・診療 問い合わせ  ０３－５９８８－２２９０ 
・各種ドック、健診 ０３－５９８８－２２４６ 
・その他問い合わせ ０３－５９８８－２２００（代表） 
      ＦＡＸ ０３－５９８８－２２５０ 


